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① ムダの改善 ～改善提案制度～

松原産業株式会社

地球の緑と環境を守る

本社・工場取得

人類は昔から『ムダとの戦い』を常に繰り広げてきました。如何に効率良くあらゆるモノ
を有効に活用することができるか？
物事には必ず【ムダ】が生じています。人間は一生のうち脳の３０％しか使わないとい

う話を聴いた事があります。脳だけでなく筋肉や骨などにも使用せずに一生を終える部
分が多々あります。
そういったムダを改善する度に生命は≪進化≫を遂げてきました。

松原産業も《進化》するために日々改善のための努力を行っております。

【改善提案制度】

松原産業には【改善提案制度】があります。これは日頃、業務を行ううえで「これはムダな
ものやな～」「これ何かに使えないかな？」と感じた際に、自ら考えて「これはこうした方が良
いのでは？」と社員一人一人が会社、そして何よりもお客様の事を考えて、月に一度必ず何
かしらの《提案》を行う制度です。上司や部下などの垣根を越え、みんなが一丸となって改
善に取り組む。それが松原産業の【改善提案制度】です。

提案は月に一度必ず提出しております。本当にちょっとしたことでも提案してみることで、
言われてみればそうだな！と大きな改善に繋がる可能性があるのです。

【融雪装置】（最優秀賞）

雪国である福井で除雪という問題は常に付きまといます。効率良く業
務を行うためとしても除雪に人員を割くのは非常に勿体無いですね。

何か良い方法はないものかと提案されたのが、工場内で使用している
温水を融雪に活用するというものでした。それまで温水は捨てるだけで
あったが、この提案により有効活用されるようになりました。

駐車場の融雪装置

カラーブロックの生産を開始した当時、成型品を取り出すのに苦労し
ていました。成型機から取り出す際にキズなどがつきやすく、改善が必
要な状況でした。

そこで、開発次長の重川が『自動取出機』を考案し、自ら製作。これに
よりカラーブロックはほぼ無傷の状態で取り出すことが可能となり、「品
質の向上」「業務の円滑化」に大きく貢献しました。

近年、【インターネット】等の科学技術向上により多種多様なサービスが登場してきました。そう
いった新たなサービスを、自分たちのサービスにも活用できないか・・・。

また、基本的なことで、工場内のちょっとした「出っ張り」が業務の妨げになっていないか？これ
はここに置いた方が良いのでは？等の提案など、ちょっとした提案でも、大きな改善に繋がること
があり、今後も改善提案制度を徹底し、お客様の要望に最大限応えられますように全社をあげて
取り組んで参ります。

カラーブロック

『実行された提案』事例

【カラーブロック自動取り出し機】（社長賞受賞）

発泡スチロールの加工なら

http://www.matsubara-sangyo.jp/



編集後記：皆様、お久しぶりです。西村です。節分が過ぎ立春を迎え、暦の上では、春を迎えましたがこ
の数日の寒さは、本当に厳しいですね。暖冬かと思えば急に大雪が降ったりとこれも地球温暖化の影響
でしょうか？？気温の激しい変化で、体調を崩しやすいかと思いますが、皆様、体調管理に気をつけてお
過ごしください。それではまた来月。 西村 真吾

休業日のご案内

2008年 3月

④ スタッフ紹介

一日生きることは一歩進むことでありたい 湯川秀樹（日本人初のノーベル賞受賞者）

はじめまして直責任者やってます三田村です。

私の仕事は、製品に不良があった場合、その原因と改善方法を
考えることです。

今後もお客様のより良い製品をお届けするために頑張ります！

製造部 三田村 卓

③ 紙の世界 第６回

牛乳パックは、紙なのに牛乳を入れても、ふやけたり、やぶけたり
しません。不思議ですね。それは、紙の両面に、うすいフィルム（ポリ
エチレンなど）が、はり合わせてあるからなのです。いまでは、牛乳
のほかにも、さまざまな飲み物が、紙パックに入っていますね。牛乳
パックが生まれる前は牛乳はガラスビンなどに入っていましたね。

どうして段ボール箱は、じょうぶなのでしょう。理由の1つ目は、段
ボール箱に使われる紙が、ふつうの紙よりも、厚くて、かたいから。
理由の2つ目は、段ボールは紙の内側が、特別な構造をしているか
らです。段ボールの切り口を見てみましょう。平らな紙の間に、なみ
形の紙が、はり合わせてありますね。この構造が強さを高めている
のです。とくに重い物を入れる箱では、なみ形の紙が2段、3段とサ
ンドイッチされていますよ。

営業部長 広田勝男

※前回の『紙の世界』にて【第六回】という表記がされておりましたが、

第５回の誤りです。大変申し訳ございませんでした。 辻岡 直貴


